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実験動物には dd 系の雄性マウス生後34--35 日(体重16--19g) をm いた。実験的フェニーノレケト
ン尿症をおこさせるために，固形飼料に 596 LーフェニーノレアラニンをJJII え， マウスの生下時より離
乳(18--19 日)まで母体を通じ，離乳後は直接与えて飼育した。 llU 目により Lーフェニーノレアラニ
ンは 7%に増量して与えた。
ラベノレされたアミノ酸として DL-メチオニン-H3， DL-チロシン-H3， DLーフェニールアラニン­
H3, DL- トリプトファン-H3 を用い，体重 g 当り 5μc を腹腔内 1 回注射した。対照群の場合， メ
チオニン，フェールアラニン，チロシンは，注射後(15) , 30分， 1 , 4 , 24時間， トリプトファン
は注射後30分， 1 , 4 時聞にそれぞれ断頭した。実験群はフェニーノレアラニンを除いて対照群と同じ
実験を行なしU 両群とも 2 頭づ、つ断頭した。いづれも断頭直後に脳を採取し，ブアン液中に固定し，
10μ のパラフィン切片を作り KODAK NTB2 でフィルをかけオートラジオグラムを作成し ， Giemsa 















みを示した。細胞体は注射後 4 時間以内では細胞閣の約 2 倍の放射能を示し，細胞聞の放射能は，そ
こに存在する神経細胞の取り込みの程度に比例した。








ラベルした 4 種のアミノ酸，メチオニン，チロシン，フェニー jレアラニン， トリプトファンをマウ
スの腹腔内に注射し，その脳内への取り込みをオートラジオグラフィーにより観察した。なお，実験
的フェニーノレケトン尿症についても同様の検索を行ないその結果を対照群と比較観察した。
1) 脳内でアミノ酸が多く取り込まれた部位は，小脳のプjレキニエ細胞と頼粒層，延髄，橋，中脳
の脳神経の諸核と青斑核，海馬の錐体細胞と視床下部の室芳核で，比較的大型神経細胞体によく取り
込まれた。
2) 4 種のアミノ酸では，フェニーノレアラニンを除いて，他は細胞核より細胞質により多く取り込
まれた。細胞聞の放射能は細胞体の約Mであり，白質の放射能は灰白質のY2-Yaであった。
3) 実験的フェニーノレケトン尿症ではアミノ酸の取り込みが抑制されており，その抑制は細胞間よ
りも細胞体に強かった口
4) 実験的フェニーノレケトン尿症では，部位的にみてアミノ酸の取り込みは，視床下部より小脳，
延髄，橋，中脳と海馬で抑制の程度が強かった口
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論文の審査結果の要旨
数種アミノ酸の脳への取り込みに関するオートラジオグラフィーによる研究
アミノ酸(メチオニン，チロシン，フェニーノレアラニン， トリプトファン)は，比較的大型神経細
胞に多く取り込まれ，フェニーJレアランを除いて，細胞核より細胞質に著しく，細胞聞の取り込みは
細胞体の約見であった。
実験的フェニー Jレケトン尿症ではアミノ酸の取り込みが抑制されており，その抑制は細胞間より細
胞体で強かった。これらの成績は脳における蛋白合成の局所点構造との関連を明かにするものであ
る。
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